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令和元年第３回幸手市議会定例会 市政に対する一般質問通告書（通告順） 

発言 

順位 

議席 

番号 
氏  名 質 問 事 項 質  問  要  旨 

１ １ 四 本 奈 緒 美 １ 人と動物が幸せに暮らすまち

づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 奨学金返還支援制度について 

 

 

 

 

 

 

３ 幸手市立第二保育所の周辺道 

路の安全整備について 

 

（１）猫の飼い方についての幸手市の基本的な考えを伺う。 

 

（２）市に寄せられる、のら猫の苦情や相談について現状を伺う。 

 

（３）のら猫を減らす為の幸手市の取り組みと、地域猫活動について伺

う。 

 

（４）昨年度の埼玉県の猫の殺処分数を伺う。 

 

（５）埼玉県による猫の不妊・去勢手術助成制度について伺う。 

 

（６）人と動物が共に幸せに暮らせるやさしいまちづくりの為の幸手市

の今後の取り組みについて伺う。 

 

（１）国・埼玉県・幸手市の高校、大学等の進学の為の奨学金などの貸 

付制度とその返還方法を伺う。 

 

（２）幸手市の貸付制度の過去３年間の利用状況の件数と金額を伺う。 

 

（３）幸手市の奨学金の返還支援策について伺う。 

 

（１）災害等緊急時における第二保育所の避難場所について伺う。 
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    （２）避難場所までの避難経路について伺う。 

 

（３）第二保育所の子供達の年令別人数と職員の人数を伺う。 

 

（４）栄団地外周道路、市道１２５５号線上の第二保育所が避難時に使 

用する横断歩道までの距離と歩道の安全性を伺う。 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 小 林 啓 子 １「エンディングノート」作成に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市内小中学校給食調理室への 

エアコン設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンディングノートとは、主に高齢者が人生の終末期に備えて、医療、

介護、葬儀などについて、自分自身の希望を書き留めておくノートであ

る。既に岐阜県羽島市、近隣自治体では、白岡市が作成して、配布をし

ている。 

 

（１）幸手市としても、高齢者本人が病気などで意思表示できなくなっ 

ても、本人の希望に添って家族や周囲の人に対応ができるエンディ 

ングノートの作成をすることが必要と考える。 

幸手市としての考えを伺う。 

 

幸手市では、小中学校普通教室にエアコンが設置され、近年の猛暑で

は児童生徒から大変に喜ばれている。しかしながら、保護者また給食調

理室で働く方より給食調理室にもエアコンを設置してほしいとのご意見

を伺った。 

 

（１）各小中学校の給食調理に携わっている人の人数を伺う。 

 

（２）過去３年の７月から９月までの３か月で給食調理日数を伺う。 

 

（３）現在の給食調理室の暑さ対策について伺う。 

 

（４）健康、衛生面上、エアコン設置は必要と考えるが、幸手市として

の考えを伺う。 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

３ セカンドブック及び読書通帳 

 の進捗状況について 

 

幸手市においては、平成２８年 7 月より本を通じた健やかな成長を願

い、市内の全９小学校の新入生を対象に、「セカンドブック」事業として

児童が希望する絵本 1 冊と「読書通帳」の配布を開始した。 

 

（１）３年が経過したが成果、実績等があれば伺う。 

 

（２）今後の課題があれば伺う。  

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 坂 本 達 夫 １ 洪水対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 幸手市役所入口交差点の右折

禁止解除について 

 

３ 幸手駅西口の活性化について 

 

 

 

４ デマンド交通について 

 

 

 

（１）浸水対策シミュレーションの結果について伺う。 

 

（２）浸水対策シミュレーションの結果に基づく具体策について伺う。 

 

（３）葛西用水路への放水について土地改良区への申入れについて伺 

う。 

 

（４）河川下水道事業調整協議会での葛西用水路への放水実現につい 

て伺う。 

 

（１）「現況交通量調査」の具体的な日程について伺う。 

 

（２）右折禁止が解除される具体的な日程について伺う。 

 

（１）幸手駅西口から久喜駅に行くバス運行、早期実現について伺う。 

 

（２）駐輪場（屋根付き）、早期実現について伺う。 

 

（１）デマンド交通の任務、目的について伺う。 

 

（２）任務、目的と実際のズレについて伺う。 
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５  庁舎建設基金条例について 

 

 

 

 

 

６ 桜の季節の交通渋滞について 

 

 

 

 

 

（３）市民の意見を取り入れたプランについて伺う。 

 

（１）庁舎建て替え方針について伺う。 

 

（２）市民への説明について伺う。 

 

（３）新たな市長の方針との整合性について伺う。  

 

（１）渋滞問題解決の主体になるのは誰かを伺う。 

 

（２）解決するための関係者になるのは誰かを伺う。 

 

（３）市としての解決するための方針、方向性について伺う。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 田 謡 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 防災について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市職員のコンプライアンスに

ついて 

 

（１）指定緊急避難場所と指定避難所についての見解を伺う。 

 

（２）埼玉県のホームページ「避難場所・避難所」における、幸手市の 

表示について考えを伺う。 

 

（３）避難所収容人数の現状とその人数の算定基準を伺う。 

 

（４）避難所における備蓄について伺う。 

 

（５）ペットの避難についての考えを伺う。 

 

（１）特別な事態が起こったときの市職員のコンプライアンスは強化さ 

れているのか、危機管理上、職員を守るためにも、改めて見直しが

必要と考えるが、市の考えを伺う。 
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５ １０ 松 田 雅 代 

 

１ 広島平和記念式典派遣事業に

ついて 

 

 

２ 全国学力・学習状況調査の詳

しい分析結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 東部消防組合幸手西分署廃止

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）派遣事業の次年度以降の継続について伺う。 

 

（２）実施を前提に、事業運営の見直し事項等あれば伺う。 

 

（１）平成３１年度全国学力・学習状況調査の詳しい分析結果を伺う。 

 

（２）特に正答率の高い問題、無回答の状況を伺う。 

 

（３）学習指導における奏功した取り組み、今後も継続して取り組むべ 

き課題を伺う。 

 

（４）児童・生徒の生活、学習への取り組み状況の変化を伺う。 

 

（５）今後、強化すべき対策を伺う。 

 

（１）広域行政にあっても幸手市の現在の配置状況が最良との考えに変 

化はないか伺う。 

 

（２）部長会議での「いかに残せるか議論」の具体的協議状況を伺う。 

 

（３）組合に議論を働きかけている「他の方策」の具体策を伺う。 

 

（４）署所合理化案は協議継続となっているが、構成市町負担金の削減

は毎年度実施される予定となっている。幸手市は来年度以降、さら

に１１年目以降の経費負担、幸手署整備も含め、将来に向けどのよ

うな財政見通し・計画で臨んでいるのか伺う。 
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４ 人口減少対策、地域創生への

幸手市の取り組みについて 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

（１）幸手市の人口減少動向、人口ビジョンとの対比、今後の見通しを 

伺う。 

 

（２）今年度３世代ファミリーへの住宅取得費用の補助状況・拡充の必 

要性について伺う。 

 

（３）婚活交流事業の推進、フォローアップ体制について伺う。 

 

（４）移住促進空き家バンク仲介手数料の補助活用、空き家バンクの活 

用状況を伺う。 

 

（５）住宅リフォーム資金の申し込み状況、拡充の必要性を伺う。 

 

（６）地区市民センターの地域づくり支援機能の活用状況について伺 

う。 

 

（７）法律相談の申し込み状況、拡充の必要性を伺う。 

 

（８）デマンド交通システムの次期契約に向けた課題抽出状況を伺う。 

 

（９）今後、力を入れていく対策について。 

 

６ ３ 海 老 沼 隆 夫 １ 広島平和記念式典派遣事業に

ついて 

 

 

 

 

（１）平成１２年から幸手市が続けてきた、広島での平和記念式典への 

中学生の派遣事業は今回の事件にかかわらずに是非継続していただ

きたいが、今後の対応について伺う。 

 

（２）今回の平和記念式典に参加した中学生にとって苦い思い出になら 

ないよう、生徒の心のケアをしていただきたいが、その対応を伺う。 
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２ 栄地区・公団幸手団地につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子育て応援日本一をめざすま

ち幸手市について 

 

 

 

 

 

（３）とても大切な式典に、生徒たちは幸手市の代表として選ばれて参

加出来たことについて、市民に生徒たちの作品を再度周知するなど

して、讃えてはいかがか伺う。 

 

（１）栄地区へのエレベーター設置の件、６月議会において、継続して 

ＵＲ都市機構に対して設置を要望していくとの答弁をいただきまし

たが、その後の対応と結果を伺う。 

 

（２）栄６街区の集約に関して住民の転居が始まっているが、転居の際 

出る大型の不要物、高齢者には予定日に合わせて、大型ごみ集積所

まで運搬するのは困難。特例として階段下回収が可能にならないか、

又は対策を伺う。 

 

（３）６月議会で取り上げた県道並塚幸手線の狭くて危険な歩道。自転 

車は車道を走れとの答弁も有りましたが、横断歩道付近に危険防止

の警鐘掲示板の設置について、その後の経過を伺う。 

 

（４）栄地区の中学生は、幸手中学校まで市街地の狭い歩道や車道を自 

転車で通っていますが、生徒に特に注意を促している、危険個所は

どこか、何か所か有れば合わせて伺う。 

 

（１）幸手市が、子育て応援日本一と言えるまでの子育て支援が出来て 

きていれば、幸手市の少子化は改善されるはずですが、何が不十分

と考えているか伺う。 

 

（２）さまざまな子育て支援は行われていますが、３人目児童生徒の給 

食費の無料化、１８才までの医療費の無料化、暑さ寒さ対策の観点

からも小中学校体育館へのエアコンの設置など、予算化がいよいよ
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４ デマンド交通他について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要と思われるが、市の考えを伺う。 

 

（３）唯一の公立である吉田幼稚園、恵まれた環境のアピールや、送迎 

の工夫など、他対策を講じて発展存続を求めるが、いかがか伺う。 

 

（４）圏央道下４号交差点にある横断歩道橋、上高野小学校側階段手す 

りがロープによって補強されている。子どもたちに危険な状況なの

か、改修が必要なのか伺う。 

 

（１）ドア to ドア方式をアピール続けるデマンド交通ですが、利用者数 

が循環バスの時より３分の１に減った等の６月議会での発言が有り

ました。実際は利用希望者が多数存在するのに、利用出来なかった

ことが、利用者数減少の原因と考えて良いか伺う。 

 

（２）高齢者の交通事故の多発・免許の自主返納などを考慮すれば、ど 

うしてもデマンド交通の早急の改善は必要。６月議会以後、どのよ

うに見直すことになるのか、施策を伺う。 

 

（３）朝日バス・幸手―杉戸高野台路線のバス停・市役所前から幸手市 

役所までの案内について。初めての方には、もう少し途中に案内板

など、必要でないか伺う。 

 

（４）朝日バス・幸手駅―アスカル幸手路線が必要と思われるが、市の

考えを伺う。 

 

７ １５ 大 平 泰 二 １ 神扇地区のごみ屋敷問題の進

捗状況について 

（１）６月議会以降の文書指導と進捗状況について。 

 

（２）毎月の計画、成果表提出について。 
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   ２ 保育ステーション計画の推移

状況について 

 

 

 

 

３ 治水対策について 

 

 

 

 

 

 

 

４ モニュメント「ヤミ」予算に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 広島平和記念式典派遣中の市

長現行犯逮捕に対する市として

の見解について  

（１）用地確保の経緯について。健康福祉部長は「現在、交番裏の土地 

については、口頭ではございますが、貸していただけることになり

ました」としたことについて。 

 

（２）ステーション保育のシステムとそのニーズについて。 

 

（１）北側用水路（幸手五霞線まで）・香日向からの大中落・倉松川の各 

取水口の位置と数及び遮蔽機能について。 

 

（２）これらの水路を繋ぐ市内水路の連結図の作成について。 

 

（３）国道４号線を潜る用水路の遮断等の整備を不可能とする根拠につ

いて。 

 

（１）設置工事特記仕様書（予算６００万円）は「製作及び設置」で契 

約したか伺う。 

 

（２）平成３１年２月５日付け起案書の作成にいたった根拠について伺 

う。当時の建設経済部は議会答弁との矛盾は考えていなかったのか

伺う。 

 

（３）補正予算等で議会にはからなかったのはなぜか。 

 

（４）この工事で打合せメモ及び議事録が存在しないのはなぜか。 

 

（１）事件の経緯と市の取るべき対応について。 

 

（２）市長が生徒を引率した深夜に泥酔暴行現行犯逮捕と言う事件の重
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６ 交通安全対策について 

要性の認識について。 

 

（３）教育委員会の見解について。 

 

（４）市長退任式を行った市の問題認識について。 

 

（１）久喜新道飯塚酒店、マルニクリーニング交差点、市道178号線の 

ポール設置の意味について。 

 

（２）久喜新道と市道３９９号線交差点の安全対策について。 

 

８ ４ 小 林 英 雄 １ 圏央道側道の久喜市側との接

続について 

 

 

２ 生産緑地制度について 

 

（１）６月定例会の一般質問において「圏央道側道の久喜市側との接続

について」を質問したが、その後の久喜市との協議の状況について

伺う。 

 

（２）生産緑地制度の内容について。また、これからの市の対応、考え

について伺う。 

 

９ １３ 青 木  章 １ 幸手桜高校について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現在までの歴史について伺う。 

 

（２）幸手桜高校になってからの定員と応募者数の推移について。 

 

（３）幸手市内からの入学者数の推移について。 

 

（４）学校の特色について。 

 

（５）幸手市としての応援体制について。 
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２ 東京オリンピック、パラリン

ピックに向けた幸手市の対応に

ついて 

 

 

 

３ 市内の土地利用等について 

 

 

 

 

 

 

（１）ホストタウンとしての実績と事業予定について。 

 

（２）幸手市はキャンプ地になるのかについて。 

 

（３）小中学校の学習としての取り組みについて。 

 

（１）栄団地６街区に対してのＵＲの説明会について。 

 

（２）６街区住民の移転先について。 

 

（３）６街区の今後の推移と土地利用について。 

 

（４）南１丁目地内、東京クロージング跡地の利用について。 

 

（５）駅西口広場周辺の土地利用とその対応について。 

 

１０ ８ 小河原 浩和 １ 郷土資料館の充実・振興につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公民館の充実・振興について 

 

（１）郷土資料館の機能や役割について教育長の所見を伺う。 

 

（２）開館以降の入場者数について伺う。 

 

（３）主催事業の実施内容について伺う。 

 

（４）地域との連携方策について伺う。 

 

（５）今後の展望について伺う。 

 

（１）開館以降の利用状況の推移と運営体制の変化について伺う。 
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（２）公民館長・地区市民センター長の活動について伺う。 

 

（３）ネット予約の現状と課題について伺う。 

 

（４）地域・学校との連携方策について伺う。 

 

（５）課題解決に対する５館の連携について伺う。 

 

１１ １１ 木 村 治 夫 １ 健康づくりの推進について 

 

 

 

 

 

２ 権現堂調節池（行幸湖）の活

用について 

 

 

 

 

３ 市道の幅員について 

 

 

 

４ 治水、排水対策について 

（１）健康マイレージ事業の進捗状況について伺う。 

 

（２）事業開始からの課題について伺う。 

 

（３）今後の市民への取り組み策について伺う。 

 

（１）地域特性を活かした、行幸湖、また、その周辺整備をどのように

活かしていくか伺う。 

 

（２）行幸湖の観光資源発掘について市としてどのように考えているの

か伺う。 

 

（１）現行の建築基準法の幅員４ｍの課題について伺う。 

 

（２）（１）の課題から幅員５ｍへの条例改正について伺う。 

 

（１）埼玉県東北部の治水、排水対策事業の促進を求める意見書を平成

２９年３月１７日付にて県知事に提出したが、その後の進捗状況に

ついて伺う。 

 



- 13 - 

（２）提出後の改善策、検討策、対応策について伺う。 

 

１２ ５ 枝久保喜八郎 １ 渡辺前市長の退職に至る経緯

と今後の対応について 

 

 

 

 

２ 幸手駅西口モニュメントにつ

いて 

 

 

３ 学校現場の実態と改革につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市職員の長期休暇の実態につ

いて 

 

 

（１）事件後の市の対応。 

 

（２）市長退職金の取り扱い。 

 

（３）新市長就任までのイベント対応。 

 

（１）制作者決定の経緯と契約方式。 

 

（２）制作者以外で設置までにかかわった業者。 

 

（１）学力アップと教員モチベーションの関連。 

 

（２）児童、生徒の悩みの現状と対策。 

 

（３）私立中学進学の実態。 

 

（４）全国学力テスト結果の年次推移。 

 

（５）アフタースクールの現状。 

 

（６）小中一貫校の実現への考え方。 

 

（１）心身の病気等により、３ヵ月以上の休暇を取得した職員の過去５

年間の数値。 

 

（２）その原因と対策。 
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５ 幸手中央産業団地について 

 

６ 期日前投票業務の委託につい 

 て 

 

 

７ 幸手市人口の未来図について 

 

８ 市公共交通機関の今後につい 

 て 

 

（１）現状と今後。 

 

（１）契約内容。 

 

（２）業務委託の範囲。 

 

（１）県内自冶体上位の人口減少の実態及び対策。 

 

（１）６月議会一般質問後、踏み込んだ未来案協議はしているのか。 

 

（２）他の自治体の実態調査は具体的にしたのか。 

 

１３ １４ 武 藤 壽 男 １ 平和記念式典派遣事業におけ

る市長の辞任に至る事務方の対

応と今後の危機管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市長、秘書課長、人権推進課職員の出張目的、役割について伺う。 

 

（２）日程と行動と公務について伺う。 

 

（３）延泊と旅費等の持ち方について伺う。 

 

（４）今回の事務方の対応と記者会見および議会対応について伺う。 

 

（５）公人としての会見なのか、私人としての会見なのかについて伺う。 

 

（６）参加中学生及び保護者に対する対応について伺う。 

 

（７）退任式と市民感情と公務員としての立場について伺う。 

 

（８）市長と国内にあっても連絡不能となったが、これまで海外に於い 

てもスマートフォンがあるからと言われてきたが、今後の危機管理
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２ 現時点における事務当局の本

市の課題と事業選択についての

認識について 

 

 

について伺う。 

 

（１）現在の本市にとっての課題と事業について伺う。 

 

（２）現在の財政状況を踏まえ、何がなし得るのか、その事業選択につ 

いて伺う。 

 

１４ １２ 藤 沼   貢 １ 駅西口土地区画整理事業の今

後の取り組みについて 

 

 

２ シルバー都市宣言（仮称）に

ついて 

（１）現状での考えをききたい。 

 

（２）土地利用について市はかかわりをもつのか。 

 

（１）ワンポイントで高齢者がかかえるすべての問題に対応する制度の

確立。 

 

 

  


